日本語教育振興会刊『ハナシコトバ』における仮名遣 : 日本語教科用図書調査会における審議経過をめぐって by 鈴木 泰



















































として画期的なものであったが、実はこの がもと なり『ハナシコトバ』は教科書として短命におわること なる。山下秀雄一九
九八Ⅰ「第二回復刻の原本一一冊と復刻版」によれば、 『ハナシコトバ』は大変な需要があり、四五万部も刊行されるのであるが、わずか三年後の一九四三年七月には絶版
がきまるのである。 その理由は、







日本語に関して、一方では母語話者にとって 日本精神とはいわないまでも日本の伝統をつたえるものとしての国語を保持 おき、一方では東亜の諸民族にとっての開 れた共通語としておこうという異なったスタンスで ぞもうとしてい というこ であろう。安田敏朗一九九七の、
 
 
日本語が「国際化」可能かどうかは、 「国語」なり「日本語」なりの背負ってきた意味を考えた上で決めていくことなのではなかろうか。 （京都大学人文科学研究所 『人文学報』 八〇・九九頁）
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というような発言も、現代日本にお
いて、看護職や介護職をめざす















































































































































 しかし、別のところで次のようにのべていることからすれば、発音式仮名遣は便宜 手段としてはゆるされるとしても、全体として発音式仮名遣に移行するのは得策で ないともかんがえていたこ が知られる。
 
 





































敏朗（一九九七） 「 『国語』 ・ 『日本語』 ・ 『東亜共通語』―帝




八Ⅵ「日本語教育振興会と時代的背景」 『言語文化研究所日本語教育資料叢書・復刻シリーズ第２回 日本語教育振興会刊行図書一九四一～五』 ）
 









































― 94 ― 
（注２）
『
ハナシコトバ』の「あとがき」につぎのようにある。
 
一、本書は、日本語の読み書きを教へる読本ではなく、専ら耳
に訴へる話言葉の学習を目的とするものであるから、かたかなを発音符号として使用した。これは、音声を唯一の表現手段とする話言葉の学習を正しく指導するために必要な手段である。随つて、日本語を正式に文字に書く場合のかなづかひとは全然別のものである。
 
